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元
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国

務
長
官
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
、
ヘ
ン
リ
ー
・

Ａ
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
博

士
の
特
別
講
演
が
Ｏ
Ｈ
Ｋ

開
局
40
周
年
、
岡
山
市

政
令
市
移
行
、
お
よ
び
本

学
創
立
60
周
年
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
、
創
立

50
周
年
記
念
館
で
行
わ
れ
、

約
４
０
０
名
の
方
々
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

博
士
は
、
世
界
は
今
、
大
き
な
変
革

の
時
期
に
あ
り
、
大
西
洋
地
域
に
あ
っ
た

政
治
・
経
済
の
重
心
が
太
平
洋
地
域
、
そ

し
て
ア
ジ
ア
に
移
行
し

て
い
る
、
環
太
平
洋
の

諸
問
題
に
は
ア
ジ
ア
を

含
む
太
平
洋
に
面
す
る

国
々
が
協
力
し
て
枠
組

み
を
作
り
、
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て

き
た
、
博
士
の
若
い
頃

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
「
自
分
が
重
要
だ

と
思
う
こ
と
に
信
念
を
も
っ
て
取
り
組
む

こ
と
で
充
実
し
た
生
き
方
が
で
き
る
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
人
と
し
て
３
番
目
に
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
野
依
良
治
博
士
に

よ
る
講
演
が
学
生
・
教
職
員
約
３
０
０
名

の
聴
衆
を
集
め
、
岡
山
市
柳
町
の
さ
ん
太

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
依
博
士
は
講
演
の
中
で
現
在
の
世
界

の
危
機
的
状
況
を

克
服
す
る
た
め

に
は
、
文
化

（
精
神
性
）

を
尊
ぶ
文

明
を
創
造

し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な

い
と
し
、
そ
の

た
め
に
異
分
野
間
で
の
知
の
統
合
を
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
後
、
学
生
と
の
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、「
学
生
と
し
て
教
養
と
専
門
分
野

の
ど
ち
ら
に
力
を
入
れ
る
べ
き
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
、「
両
方
を
伸
ば
し
、
専

門
分
野
だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
盤
と
な
る

幅
広
い
教
養
を
持
っ
た
『
T
字
型
』
の
人

間
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
満
場
を
埋
め
た
方
々

は
野
依
博
士
の
熱
意
に
満
ち
、
時
に
ユ
ー

モ
ア
を
織
り
ま
ぜ
た
語
り
口
に
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

創立六十周年を記念し、以下のような全学事業が行われます。
　  6月 �8日 ㈶日本総合研究所会長・寺島実郎氏講演   
　�0月 �6日 産業技術総合研究所前理事長・元東京大学総長・吉川弘之氏講演
　�0月 ��日 新制大学一・二期生ホームカミングデー
　�0月 ��日 創立60周年記念式典　アジア・オセアニア国際シンポジウム
　�0月 �9日 北京オリンピック4×�00ｍリレー銅メダリスト・朝原宣治氏講演
　他にも各学部や研究科で多数の事業が行われます。詳細は岡山大学ホームページを
ご覧ください。

創立六十周年記念事業

ニュース

キッシンジャー博士の講演
「提言！2009　岡山から世界へ

～危機をチャンスにするために」
（2009.4.20）

野依良治博士の講演
「人類存続のための知の統合」

（2009.5.18）

▲「文部科学大臣賞」受賞のダンス「井の蛙」

今後の岡山大学創立六十周年記念事業の予定

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
が
第
�0
回
（
平
成
�0

年
度
対
象
）
岡
山
芸
術
文
化
賞
の
「
グ
ラ

ン
プ
リ
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は

岡
山
県
の
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
各

年
度
に
お
け
る
優
れ
た
文
化
活
動
の
業
績

が
認
め
ら
れ
る
個
人
ま
た
は
団
体
を
顕
彰

し
、
一
層
の
研
鑽
を
期
待
し
て
岡
山
県
よ

り
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

昨
年
8
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
、「
全

日
本
高
校
・
大
学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
お
い
て
、
参
加
33
大
学
の
頂
点
と

な
る
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
す
る

な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
4
月
�8
日
に
岡
山
県

庁
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
た
、
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
部
の
関
根
顧
問
と
山
本
部
長

は
、
石
井
県
知
事
よ
り
直
接
表
彰
状
と
盾

を
手
渡
さ
れ
、
受
賞
の
栄
誉
を
讃
え
ら
れ

ま
し
た
。

モダンダンス部が「岡山芸術文化賞」を受賞
（2009.4.28）



I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N
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次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
、
教
職

員
が
出
産
後
に
復
帰
し
、
仕
事
と
育

児
を
両
立
で
き
る
環
境
の
整
備
に
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
夏
休
み
な
ど
に
子

ど
も
の
居
場
所
に
困
る
保
護
者
が
多

い
た
め
、
長
期
休
暇
中
の
「
学
童
保

育
」
を
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
準
備
中

で
す
。ま
た
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

子
ど
も
が
急
に
病
気
に
な
っ
た
が
仕

事
を
休
め
な
い
保
護
者
の
た
め
に
、

「
病
児
保
育
」を
計
画
中
で
す
。ま
た
、

保
育
所
「
な
か
よ
し
園
」
の
充
実
策

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
休
・
育
休
は
、
ま
わ
り
に
し
わ

寄
せ
が
行
く
か
ら
取
り
づ
ら
い
と
の

声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
教
員
が
こ
れ

ら
で
休
む
場
合
は
、
非
常
勤
講
師
を

雇
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
授
業
負

担
の
心
配
が
減
り
ま
し
た
。
育
休
期

間
は
延
長
さ
れ
、
３
年
ま
で
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

育
休
後
は
職
場
へ
の
復
帰
が
保
証

さ
れ
ま
す
し
、休
業
中
に
も「
い
ち
ょ

う
並
木
」
が
届
い
て
大
学
の
様
子
が

知
ら
さ
れ
る
な
ど
、
復
職
支
援
も
工

夫
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
男
性
教
職

員
も
配
偶
者
の
出
産
時
に
は
休
暇
が

取
れ
ま
す
し
、
学
内
で
は
男
性
教
職

員
の
育
休
取
得
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
支
援
室
は
、「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
検
討
委
員
会
（
H
�8
～

�0
）」
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
教
員
、

事
務
職
員
、
附
属
病
院
看
護
師
な
ど

を
室
員
と
し
て
、
学
内
に
お
け
る
次

世
代
育
成
支
援
策
を
考
え
て
い
く
組

織
で
す
。　

（
次
世
代
育
成
支
援
室　

室
長　

田
中
共
子
）

手
軽
に
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
異
文
化
交
流
が
体
験
で
き

る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ
が
、

５
月
��
日
に
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大

学
会
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

岡
大
生
な
ら
誰
で
も
、
自
由
に
利
用

で
き
ま
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ
で
は
、

①
英
語
担
当
教
員
や
留
学
生
な
ど
と

会
話
を
行
う
フ
リ
ー
タ
イ
ム
、
②
英

会
話
へ
の
苦
手
意
識
を
な
く
す
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
、

③
少
人
数
の
英
会
話
や
T
O
E
F
L

の
レ
ッ
ス
ン
（
今
学
期
の
レ
ッ
ス
ン

は
す
で
に
開
始
）、
④
英
語
で
参
加

で
き
る
自
由
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
（
カ

フ
ェ
に
て
順
次
お
知
ら
せ
）
な
ど
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

英
字
新
聞
、
雑
誌
、
D
V
D
を
準

備
し
、
留
学
生
や
留
学
経
験
者
な
ど

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
身
近
な
国
際
交
流
の
場
と
し
て

も
展
開
し
、
学

生
の
皆
さ
ん
が

将
来
、
国
際
的

に
活
躍
す
る

き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

友
達
を
誘
っ

て
カ
フ
ェ
を
積

極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー　

宇
塚
万
里
子
）

本
学
に
三
つ
め
の
福
利
厚
生
施

設
と
し
て
、
ピ
オ
ー
ネ
・
ユ
ニ
オ
ン

（
東
福
利
施
設
）
が
教
育
学
部
の
北

側
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
１
階
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
２
階
に

２
９
６
席
の
食
事
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
マ
グ
ロ

の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

自
然
科
学
研
究
科
・
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
専
攻
を
中
心
と
す
る
研
究

グ
ル
ー
プ
で
は
、
日
本
学
術
振
興
会

の
ア
ジ
ア
研
究
教
育
拠
点
事
業
と
し

て
、
中
国
科
学
院
昆
明
植
物
研
究
所

と
の
研
究
交
流
、
共
同
研
究
を
加
速

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
加
藤
鎌
司
教
授

で
、
事
業
期
間
は
５
年
で
す
。

植
物
遺
伝
資
源
は
、農
作
物
の
安

定
生
産
・
飛
躍
的
増
産
を
可
能
に
す

る
未
知
の
遺
伝
子
や
新
規
機
能
性
物

質
の
宝
庫
と
し
て
、人
類
の
将
来
に

と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
の
貴
重
な
研
究

基
盤
で
す
。ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
に
広
が

る
中
国
雲
南
省
お
よ
び
そ
の
周
辺
地

域
は
、重
要
作
物
の
イ
ネ
、ム
ギ
類
、

ダ
イ
ズ
、ウ
リ
科
作
物
お
よ
び
薬
草

と
し
て
利
用
さ
れ
る
野
生
植
物
の
遺

伝
的
多
様
性
の
宝
庫
で
す
。そ
こ
で
、

昆
明
植
物
研
究
所
と
の
共
同
研
究
と

し
て
、植
物
資
源
を
新
規
に
探
索
す

る
と
と
も
に
、分
子
遺
伝
学
、分
子
生

物
学
な
ど
の
先
端
的
技
術
を
駆
使
し

て
、遺
伝
資
源
の
評
価
・
開
発
研
究
お

よ
び
基
礎
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
�0
月
に
、
本
学
に
お
い
て
、

日
中
双
方
の
拠
点
機
関
お
よ
び
協
力

機
関
の
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
、

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

（
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科　

加
藤
鎌
司
）

全
学
生
約
�
万
5
千
人
を
対
象

に
、
2
0
0
9
年
4
月
�
日
か
ら
、

G
m
ail

を
活
用
し
た
フ
リ
ー
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

在
学
生
は
入
学
と
同
時
に
、
平
成

�9
年
度
以
前
の
卒
業
生
や
退
職
教
職

員
は
登
録
申
請
を
行
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
付
与
さ

れ
、本
学
の
関
係
者
は
生
涯
に
渡
り
、

大
学
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
�9
年
度
以
前
の
卒
業

生
や
退
職
教
職
員
の
登
録
申
請
に
つ

い
て
はhttp://w

w
w

.okayam
a-u.

ac.jp/user/cc/gm
ail/

の
「
登
録
手

続
き
」に
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東アジアにおける有用植物
遺伝資源研究拠点の構築

Gmailを導入

新施設オープン

新しい動き

ピオーネ・ユニオン　オープン！（2009.4.7）

イングリッシュ・カフェ　オープン！（2009.5.11）

進む岡大の子育て支援策




